
オホーツク海北海道沖における流氷の到来とそれに前駆する海況の変動

低塩分水は厳寒期に容易に冷却されて結氷点に達するの

で，第2節に述べたように流氷野の内外で盛んに新成氷

が出来るのである．しかし，この低塩分水の南流ベルト

の外では，躍層が発達していないので表層が冷されると

垂直混合が起ってなかなか結氷点に達しない．第2図に

見るように，網走湾沖一帯が氷の無い海面となっている

ことの多いのはこの為である．またオホーツク海南半分

の一般的傾向として海氷は中央部および南東部では殆ん

ど見られなくて，専ら西部の樺太東岸沖から北海道沖で

見られるのも，この低塩分水層の偏在の為であろう．

　5．　あとがき

　オホーツク海北海道沖に於ける流氷の到来状況を，初

冬に於ける海況の変動と結びつけて概観して来た．これ

は流氷の初期より盛期までの姿であって，末期に流氷の

退去する状況は上述のところと少しく様相を異にする

が，その記述は別の機会に譲る．

　終りに，1957年以来の航空機による海氷観測に協力さ

れた航空隊の方々，いろいろな部門でこの観測に御援助

下さった方々，並びに観測飛行に参加された各観測員に

敬意と謝意を表すると共に，やっと緒についたばかりの

この海氷観測・調査が今後も継続されることを祈って止

まない．なお，終始御鞭捷激励を頂いた安井函館海洋気

，i象台長に深く謝意を表します．
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，〔雲鏡〕　研究発表要旨？

　『学会に発表する研究は，発表の申込をする時に，出

来上っていますか？』こんなアンケートを気象学会の会

員諸氏に配布「し，正直な答をもとめたら，どうなるだろ

うか．学会の研究発表要旨をみる度に，そんな皮肉を云

ってみたくなる．それほど，、要旨”の内容は，、要旨”

から遠いのではあるまいか．要旨であるからには，結論

を記してある筈なのに，序論㌍終っているものが多い．

ひどいのになると，要旨とは違った研究発表があった

り，発表者が出席しているのに，発表取消が行われたり

する．これでは，全く，研究発表の要旨ではなく，新聞

1959年6月

記者の「予定稿」に近い．

　この様な傾向の原因を，研究要旨申込の紙面の不足に

帰する人もあるだろう．それならば，有料にはなるが，

写真印刷を採用して，「紙面を拡大し，図，一写真までを収

める方法をとるべきである。しかし，それにしても，発

表申込までに，研究が出来上っていなくては，要旨が充

実するとは思われない．聞く所によると，物理学会の研

究発表にも，これと同じ傾向があり，学界の長老から，

お叱りがあったそうである．気象学会には研究発表の数

だけが，むやみに増えるρを喜ぶよりも・発表そのもの

が軽視されている傾向をたしなめる長老が，おられない

のは，淋しいことと云わねばなるまい．』．　（K2）

19


